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掠
崎
正
治
の
日
蓮
信
仰
と
聖
徳
太
子
信
仰

吉
費
元
輩

は
じ
め
に

一
九

0
0
1
0
1

宗

教

学

者

の

姉

騎

正

治

〈

九

部

九

）

は
務
外
へ
留
学
す
ス
謹
様
欝
の
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
欝
、
設
は
問
国
の
排
能

的
な
愛
関
心
と
工
業
の
発
展
に
倖
う
人
心
の
腐
敗
を
自
撃
し
て
、
自
ら
の
京
教

研
究
の
挫
折
を
味
わ
う
。
そ
う
し
た
折
、
日
本
国
内
で
床
に
副
総
せ
て
い
た
、
大

学
生
の
と
き
の
同
級
生
で
高
名
な
文
装
評
議
家
の
高
山
捧
牛
（
一
八
七
一

l
…

九
O
二
）
の
真
撃
な
人
生
観
に
影
響
者
受
け
て
、
日
議
来
の
衆
知
憾
の
箆
蓮
（
一

二
二
二

i
八
二
〉
に
棋
倒
す
る
。
帰
国
後
の
姉
崎
は
、
儲
学
中
に
起
こ
っ
た
畏

友
の
死
去
な
強
く
追
慕
し
な
が
ら
、
日
蓮
信
仰
の
研
究
者
と
し
て
の
人
生
を
過

ご
す
。
姉
崎
に
は
、
本
穣
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
蓮
信
仰
の
二
面
性
が
蕗
持

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
絶
対
的
な
借
伸
と
包
括
的
、
な
信
停
で
あ
る
。
前
者
は
日
議

借
掠
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
後
者
は
日
蓮
信
仰
の
心
の
拠
ち
一
併
と
す
る
叫
法
華

経
』
の
一
つ
の
特
徴
〈
様
々
な
借
念
の
人
々
が
住
む
現
実
社
会
の
菩
譲
行
動
）

に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
会
信
仰
の
ご
面
性
を
抱
き
な
が
ら
、
姉
輔
は
第
一
次
世
界
大
戦
士

九
一
四
！
一
人
）
に
遭
遇
す
る
。
大
戦
の
末
期
、
道
徳
の
乱
れ
を
指
構
す
る
被

は
、
人
心
を
基
軸
と
し
た
入
本
主
畿
と
、
社
会
生
活
の
道
徳
的
原
環
と
し
て
の

民
本
主
義
を
唱
え
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
主
義
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
、
執
筆
活
動

や
社
会
活
動
者
過
し
て
盟
内
統
治
と
国
際
協
調
を
主
張
す
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
終
戦
査
後
、
姉
崎
は
艶
徳
太
子
を
国
内
統
治
と
暦
捺
務

課
を
克
事
に
推
進
し
た
民
本
主
義
の
模
範
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
以
後
、
娘

崎
は
、
太
子
の
事
跡
〈
た
と
え
ば
、
議
階
使
や
留
学
生
の
震
へ
の
派
遣
、
プ
・
七

条
憲
法
の
制
定
、
仏
教
の
…
乗
思
想
〔
衆
生
が
等
し
く
仏
に
な
る
教
え
〕
、
人
格

な
ど
）
を
高
く
評
価
す
る
。
日
蓮
稽
掠
の
婚
時
は
、
次
第
に
太
子
信
抑
も
抱
く

よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
婦
婿
が
日
躍
と
太
子
の
共
通
の
経
典
『
法

華
経
h

を
償
拳
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
織
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
注
闘
し
て
、
競
鯖
の
告
蓮
信
仰
と
聖
徳
太
子
徳

仰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
会
論
述
し
た
い
。

海
外
留
学
に
お
け
る
日
蓮
緩
衝

一
年
の
海
外
留
学
を
す
る
前
、
姉
崎
正
治
は
先
に
ド
イ
ツ
の

は
じ
め

一
ッ
ツ
に
い
る
哲
学
者
の
大
蔀
祝
（

-12 

八
六
八

i
一
九

C
O〉

一
八
九
八
年
入
月
二
五
日
付
m

「
皐
く
ベ
ル
リ
ン

侯
」
（
注
二
て
い
る
。
当
時
の
彼
の
、
心
境
は
、
「
織
を
航
し
て
此
冨

た
〔
ド
イ

に
来
た
ら
ん
と
す
る
持
の
最
大

み
ず
か

此
文
物
に
賜
ら
接
し

其
糠
神
に
於
て
得
る
所
あ
ち
ん
と
事
を
期
し
た
り
き
」
（
注
二
）
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
一
九

O
O年
六
月
上
旬
、
殺
は
ド
イ
ツ
北
部
の
港
町
の
キ

i
ル
に
到
着

す
る
。
同
月
一
一

O
語
、
の
義
和
冨
の
乱
で
ド
イ
ツ
公
使
が
殺
饗
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
の
皇
官
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（
者
器
5
M
g
戸
川
∞
怒

S
S
A静
岡
〉
は
こ
の

事
件
に
激
怒
し
、
同
盟
の
遠
征
軍
が
キ
i
ル
議
議
か
ら
出
航
す
る
際
、
軍
鑑
上

て
知
ら
れ
る
演
説
を
す
る
。
姉
締
は
こ
の
演
説
に
強
く
反
発
し
、



日
本
盟
内
で
闘
病
中
の
高
山
樗
牛
に
送
っ
た
手
紙
の
や
で
、
「
見
よ
、
今
の
ド
イ

ツ
の
執
権
者
門
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
一
世
〕
が
、
如
何
に
持
エ
ホ
バ
を
日
の
占
脊
の

ぜ
ん
め
つ

如
く
吹
聴
し
、
之
に
反
す
る
異
教
徒
合
欝
減
す
べ
し
と
の
思
想
を
吹
聴
し
つ
つ

と
書
い
て
い
る
。
こ
の
手
紙
は
、
皇
帝
が
キ
ヲ
ス
ト
教
の

神
の
で
振
舞
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
憤
慨
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

北
京
の
反
乱
軍
を
強
力
な
軍
隊
で
鎮
圧
し
よ
う
と
す
る
患
者
の
高
捜
な
圧
政
に

対
す
る
立
援
で
あ
る
。
日
清
戦
争
（
一
八
九
四

i
九
五
〉
が
終
わ
っ
た
後
、
日

本
は
一
一
一
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
口
シ
ア
、
ド
イ
ツ
〉
の
勧
告
に
よ
っ
て
、
下
関
条
約

に
基
づ
き
獲
得
し
た
遼
東
学
島
を
滑
に
滋
還
す
る
。
と
の
三
閤
干
渉
の
犠
本
人

が
ド
イ
ツ
で
あ
る
と
嬉
鯖
は
判
断
し
た
。
ド
イ
ツ
北
村
総
い
た
姉
崎
は
、
嘉
帯
の

黄
禍
論
を
改
め
て
実
感
す
る
。
海
外
留
学
を
す
る
説
、
姉
崎
は
吋
宗
教
学
概
論
』

（
一
九

O
O）
の
中
で
、
宗
教
学
が
三
つ
の
要
素
〈
人
心
、
そ
れ
を
取
ち
巻
く

社
会
、
両
者
を
統
括
す
る
何
か
偉
大
な
勢
力
〉
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
こ
と
安
主

張
し
た
。
（
詮
題
）
ド
イ
ツ
で
被
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
再
者
の
議
ま
し
い
あ

り
方
を
期
待
し
て
い
た
が
、
そ
の
期
待
安
藤
切
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
誌
、
後
の
人
生
の
挫
折
も
意
味
す
る
。

そ
の
頃
の
姉
崎
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
高
出
棒
牛
で
あ
る
。
樗
牛

は
、
在
学
中
に
締
炎
を
患
い
、
熱
織
で
転
地
療
養
す
る
。
山
川
地
で
喉
の
治
療
を

す
る
大
学
時
代
の
患
部
で
哲
学
者
の
井
上
哲
次
蕗
（
一
八
五
六
！
一
九
偶
蹄
）

と
偶
然
に
も
出
会
い
親
し
く
な
る
。
〈
注
五
〉
そ
う
し
た
親
密
な
関
係
の
も
と
、

樽
牛
は
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
に
主
職
中
、
哲
次
郎
と
編
纂
し
て
『
新
組
織
倫
部

教
科
書
い
〈
了
八
九
七
〉
を
刊
行
す
る
。
哲
次
郎
に
よ
れ
ば
、
錨
纂
の
意
閣
は
司
是

っ
て
余
襲
き
に
毅
語
街
義
を
現
は
し
て
、
誌
需
要
を
充
さ
ん
と
せ
り
b

〈詮

六
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
吋
教
育
勅
語
』
〈
一
八
九

O
〉
の
解
説
書
句
勅
語
箭

義
』
（
一
八
九
二
を
推
進
し
て
、
関
家
的
立
場
か
ら
阻
民
の
義
務
の
必
要
性
を

要
請
し
よ
う
と
す
る
彼
の
議
関
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
八
九
七
年
正
月
、
樗
牛

は
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
を
発
持
す
る
博
文
館
の
大
橋
乙
湯
（
一
八
六
九
！
？
九

O
一
〉
の
勧
め
で
、
第
二
高
等
学
校
を
辞
職
し
、
間
社
の
編
集
主
幹
に
迎
え
ら

れ
る
。
間
年
五
月
、
哲
次
郎
は
発
起
人
と
な
っ
て
大
日
本
協
会
の
結
成
に
参
加

す
る
。
こ
の
協
会
は
器
本
主
義
を
主
張
す
る
。
そ
の
問
機
は
、
「
す
べ
て
宗
教
殊

に
仏
教
と
耶
蘇
教
と
に
反
対
し
て
国
家
主
義
を
以
っ
て
国
民
の
糟
懇
と
せ
ん
と

す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
一
八
九
七
年
、
哲
次
郎
を
思
師
と
す
る
捧
字
誌
、
こ
の

日
本
主
義
を
室
長
す
る
一
連
の
評
議
〈
た
と
え
ば
、
「
日
蓮
上
人
と
は
郊
仰
な
る

人
ぞ
ヘ
「
日
蓮
と
基
督
」
、
「
日
蓮
上
人
と
日
本
闘
い
〉
を
吋
太
緩
』
に
次
々
と
発

表
す
る
。
一
漉
の
評
論
の
特
徴
辻
、
国
家
一
盤
上
主
義
者
の
哲
次
都
の
影
響
を
受

け
て
い
る
。

一
九

O
O年
、
樗
中
拭
文
部
省
か
ら
美
学
研
究
の
た
め
梅
外
留
学
を
命
む
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
設
は
、
欝
学
夜
前
に
耽
血
し
て
入
院
を
強
い
ら
れ
る
。
翌
年
、

彼
は
機
外
留
学
を
懸
念
し
、
人
生
の
純
聾
感
者
味
わ
う
。
病
状
の
悪
北
は
後
に
、

自
分
自
身
の
内
密
を
見
つ
め
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
姉
崎
氏

宛
て
た
書
籍
〈
一
九

O
一
年
四
月
（
五
月
？
）
一
一
四
日
付
〉
の
中
で
、
「
僕
は
嘗

て

日

本

主

義

を

唱

へ

の

主

義

を

賛

し

た

こ

と

も

あ

る

。

今

に

一時 一

於
て
も
是
の
見
地
を
打
破
る
べ
き
理
由
は
僕
に
は
持
ち
得
ぬ
。
唯
殺
の
如
き
主

識
に
満
般
の
出
来
ぬ
様
に
な
っ
た
の
は
、
僕
の
鵜
衿
上
の
事
実
で
あ
る
。



道
徳
、

も
し
く
は
社
会
改
良
に
関
す
る
今
の
入
の
説
に
は
殆
ど
す
べ
て
溝

の
出
来
ぬ
様
に
な
っ
た
」
（
注
七
〉
べ
て
い
る
。
綾
は
姉
崎
宛
の
別

簡
（
間
年
六
月
六
日
付
）
の
中
で
、
「
ド
i
モ
宮
本
主
畿
時
代
の
思
想
が
僕
の
本

然
の
皮
指
な
る
部
分
の
発
表
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
今
か
ら
患
は
れ
・
し

精
神
は
餓
て
経
る
。
是
か
ら
チ
ト
京
教
上
の
書
物
を
読
も
う
か
と
患
て
蔚
る
い

（
注
入
）
と
知
ら
せ
る
。
「
ム
マ
の
入
の
説
」
は
哲
次
郎
の
屋
家
至
上
主
義
を
示
唆

す
る
の
で
、
一
連
の
捧
や
の
書
籍
は
こ
れ
か
ら
悪
舗
の
考
え
に
依
存
し
な
い
こ

と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
樽
牛
は
、
ま
だ
自
分
の
求
め
る
人
生
の
指

針
を
見
出
し
て
い
な
い
が
、
宗
教
に
関
、
心
を
抱
き
始
め
る
。

ち
が
く

九
O
一
年
九
月
末
、
在
野
の
宗
教
家
の
田
中
智
学
〈

八
六
一

l
i
一九

九
〉
の

2
m内
之
維
薪
b

〈
…
九

O
一
）
が
樗
牛
に
嬉
呈
さ
れ
る
。
一
九

O
一一

年
一

O
月
二
五
語
、
棒
牛
は
智
学
の
家
、
を
訪
問
し
て
、
こ
の
著
書
が
類
同
車
さ
れ

た
札
を
述
べ
、
間
警
に
見
ら
れ
る
理
想
の
雄
大
さ
と
情
熱
的
な
文
章
に
感
動
し

た
こ
と
を
伝
え
る
。
車
速
、
樽
牛
は
翌
月
に
「
陸
中
智
学
氏
の
宮
駅
問
の
維
薪
告

を
発
表
す
る
。
日
離
は
、
自
本
が
釈
尊
の
御
領
で
あ
り
〈
注
九
〉
、
世
界
全
体

が
釈
尊
の
御
鎮
で
も
あ
る
と
よ
五
議
し
た
（
注
一

0
1
世
界
全
体
に
は
日
本
が
含

ま
れ
る
。
智
学
は
襲
人
の
主
張
に
立
ち
返
ハ

J

て
、
釈
尊
の
教
え
を
枇
界
に
弘
め

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
評
論
の
中
で
智
学
の

信
抑
に
依
拠
し
て
、

．．． 
軍
の
大
元
帥
砲
」
（
詮

「
正
し
く
世
界
統

と
評
す
る
。

る
一
連

九
C
…
一
年
、
樗
牛
は
、
国
家
よ
ち
も
日
蓮
仏
教
を
最
優
先
に
す

（
「
日
蓮
上
人
と
は
如
何
な
る
入
ぞ
い
、
「
日
蓮
と
基
督
」
、

ZH蓬

上
人
と
日
本
間
乙
を
次
々
と
発
表
す
る
。
樗
牛
は

（
一
九

O
一

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
も
が

．．． 

一
一
月
〉
の
中
で
、
「
外
に
は
生
活
の
為
に
戦
ひ
、
内
記
は
病
苦
の
為
に
開
き
つ
〉

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

あ
る
吉
分
は
、
更
に
病
よ
り
も
食
よ
り
も
、
恐
ら
く
は
来
下
の
如
何
な
る
物
よ
り

畠曹畠帯畠曹ムム
Aω

も
強
い
吋
己
れ

4

・・・・畠曹畠曹晶
w

a

，

．．．．．．．． 

と
一
宮
ふ
大
散
と
翻
は
ね
ば
令
ら
な
い
の
だ
」
〈
住

．．．．．．．．． 

い
て
い
る
。
「
外
に
は
生
活
の
為
に
戦
い
う
こ
と
は
、
葉
子
や
老
母
を
養
う

－
－
－
－
－
 

た
め
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
「
内
に
は
病
苦
」

「
己
れ
の
心
い
は
、
簿
牛

の
「
無
題
録
」
〈

九
O
二
年
一

O
月
〉
に
記
さ
れ
た
「
一
切
の
学
智
と
道
徳
と

-14-

ムムム
A
A
A
A

ムムム帥ムム

を
離
れ
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
小
売
の
心
」

一
一
ニ
〉
に
勉
な
ら
な
い
。
純
粋
無

垢
な
ア
小
兎
の
心
」
と
拘
き
A
口
う
こ
と
が
、
俗
世
空
事
柄
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ

う
に
努
め
る
鶏
床
の
彼
の
心
境
で
あ
る
。

婦
鱗
は
樽
牛
に
、
九

O
二
年
七
月
一
一
一
日
付
の
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
番

き
綴
っ
て
い
る
。

僕
は
震
の
一
宮
に
従
て
、
田
中
智
学
鰐
の
本
化
摂
者
識
を
統
み
ぬ
。
其
の
鋭

利
な
る
見
解
と
強
き
信
仰
と
は
、
少
な
か
ら
ず
僕
を
動
か
し
た
り
。
特
に
「
本

化
上
行
と
折
伏
」
の
一
撃
は
、
君
の
日
趨
識
と
相
合
し
て
、
共
に
僕
や
む
慢

に
深
き
響
き
を
与
え
ぬ
。
僕
は
思
ふ
、
日
蓮
を
知
ら
芯
り
し
撲
は
、
戒
は
時

蓮
を
誤
解
し
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
詑
の
日
蓮
宗
の
入
に
依
り
て
、



の
精
神
を
護
活
す
る
の
目
的
に
る
者
に
し
て
、

の
信
、
環
依
、
奉
行
」
の
結
果
た
る
此
文
が
、
其
の
信

詑
著
書
の

0
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0

0

0

0

0

0

 

の
対
象
た
る
日
蓮
と
愛
婿
融
合
す
る
者
と
す
れ
ば
、
其
本
源
た
る
u
M
議
は
、
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0
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戒
は
、
撲
の
頭
中
に
存
す
る
者
と
大
記
異
な
る
な
り
き
か
。
（
注
一
酉
〉

婦
梼
は
、
「
再
び
樗
牛
に
年
ふ
る
の
書
」
の
中
で
、
っ
て
智

学
の
吋
本
化
摂
折
論
h

（
一
九

O
ニ
〉
を
読
ん
で
感
動
し
た
第
一
携
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
問
書
第
四
篇
「
折
伏
正
意
の
立
教
い
の
第
三
章
「
本
化
上
行
と
折
伏
い

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に

4

普
か
れ
て
い
る
。

解
る
の
を
後
に
し

0

0

0

 

借
ず
る
と
い
ふ
の
は
解
ッ
て
か
ら
援
に
信
ず
る

と
い
ふ
の
よ
り
も
、
過
か

て
且
つ
脳
順
当
な
の
で
あ
る
、

い
づ
れ

。。
は
信
解
の

つ
を
具
足
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、

a

A

A

ム

ム

A

A

A

A

A

一
つ
で
も
早
く
得
た
方
が

勝
利
だ
、
高
う
し
て
解
し
て
後
に
借
ず
る
の
は
墜
劫
的
で
、

て
後
に
解

の
は
部
疾
的
で
あ
る
、

拘唱。。＠。。＠＠＠。

て
後
と
い
ふ
ま
で
は
な
く
、

＠
＠
偶
》
荊
制
。
。
。
。
＠
＠
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
＠
＠

と
倶
に
解
す
る
の
だ
、
借
の
深
い
だ
け
深
く
解
し
、
そ
の
大
詰
る
だ
け
、
純

内明。。。＠。。。。。。。。。。＠晶躍。

な
る
だ
け
、
大
に
解
し
純
に
解
し
得
ら
る
〉
の
で
、

だ
ん
だ
ん
に
解
す
る
と

ム

A

A

A

U

A

A

A

A

A

A

A

A

品

ム

A

A

い
ふ
よ
れ
ソ
は
、
ど
こ
ま
で
も
倍
を
発
し
得
ら
る
弘
か
け
A

信
と
い
ツ

て
も
科
学
上
の
信
な
ど
と
は
別
だ
、
「
理
断
的
の
信
」

で
は
な
く
て
、
「
同
情

的

で
あ
る
、
婦
依
、
援
従
、
尊
敬
、

そ
れ
ら
の
意
味

の
事
だ
、
血

。
。
っ
、
及
。
。
ぬ

0

0

ツ
た
信
、
正
智
に
裏
ま
れ
た
真
構
、
真
情
に
維
は
れ
た
ま
智
、

そ
れ
ら
を
総
称
し
♂
〕
い
ふ
の
だ
。
〈
注
一
五
）

こ
の
「
本
化
上
行
と
折
伏
」
の
文
章
は
、
何
よ
り
も
大
事
な
の
が
員
蓮
聖
人
を

ひ
た
す
ら
棺
乙
る
こ
と
だ
と
力
説
す
る
。
信
者
の
「
間
構
的
の
播
」
は
、
日
蓮

へ
の
「
婦
依
、
服
従
、
尊
敬
、
奉
行
」
を
必
要
と
す
る
。
借
者
は
心
底
か
ら
聖

人
を
語
抑
す
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
心
を
抱
く
樗
牛
の
真
撃
な
務
合
思
い
浮
か

べ
て
、
姉
崎
は
信
者
が
全
身
食
品
識
の
級
品
構
を
註
い
で
聖
人
と
一
心
開
体
と
な
る

で
い
る
。
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姉
崎
は
、
九

O
一
年
三
月
に
博
士
論
文
「
現
身
仏
と
法
身
仏
」
を
説
稽
し
、

翌
年
一
月
に
文
学
博
士
を
取
得
す
る
。
こ
の
博
士
論
文
で
は
、
仏
教
捷
誌
死
後

の
仏
陀
の
説
法
・
遺
物
・
遺
跡
を
崇
め
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
注
二
ハ
）

そ
れ
が
、
仏
教
徒
の
舘
抑
に
対
す
る
姉
暗
の
理
解
で
あ
っ
た
。
日
議
借
仰

畿
と
し
た
樗
牛
の
助
一
一
百
号
本
化
摂
折
論
h

の
味
読
〉
は
援
に
、
畏
友
が
日

人
格
を
燥
押
す
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
「
神
人
合
一
」
（
注
一
七
）

の



人
一
議
合
」
（
設
一
八
〉
を
取
り
成
し
て
く
れ
る
こ
と
を
深
く
蕗
織
さ
せ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
、
樽
中
の
晩
年
の
人
生
観
は
海
外
協
尚
子
中
の
隷
椅
に
と
っ
て
、

日
蓮
棋
倒
の
契
機
で
あ
っ
た
。
（
注
一
九
）

日
蓮
信
掠
の
二
百
性

晩
年
の
姉
崎
は
、
告
ら
の
矯
仰
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

宗
教
と
い
う
事
は
、
人
名
々
の
世
界
観
に
基
づ
い
た
事
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
で
自
分
自
身
の
信
仰
と
い
え
試
日
蓮
上
人
の
能
停
で
あ
る
。
こ
の
信
仰

は
、
い
わ
ば
排
他
的
の
信
仰
で
あ
っ
て
、
釈
尊
の
教
え
に
慕
き
、
そ
の
正
統

の
組
織
を
た
て
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
信
仰
を
導
き
、
そ
れ
記
外
れ
た

宗
教
は
す
べ
て
排
除
す
る
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
自
分
の
倍
仰
は
詩
蓮
主
義

で
あ
る
が
、
島
分
議
身
の
傾
向
と
し
て
は
そ
の
反
対
の
方
向
の
包
括
的
の
信

仰
で
、
そ
れ
ゆ
え
自
分
が
関
係
し
た
実
際
方
躍
で
は
、
常
に
包
括
的
の
方
に

犠
い
た
。
例
え
ば
卒
業
し
た
と
き
に
出
来
た
泉
教
家
懇
談
会
に
し
て
も
、

γ

摺
論
理
の
運
動
に
し
て
も
、
或
は
種
々
の
協
和
運
動
、
又
、
十
二
一
一
一
年
後
に

お
こ
っ
た
帰
一
協
会
の
運
動
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
缶
詰
的
方
衝
で
諸
々

の
宗
教
が
よ
く
理
解
し
、
共
同
し
て
進
む
方
間
に
あ
っ
た
。
第
一
協
会
の
運

動
の
如
き
も
、
万
法
帰
一
と
い
う
事
を
主
に
し
て
、
諸
々
の
宗
教
が
異
な
つ

っ
て
、
し
か
も
共
通
の
話
的
拡
向
っ
て
進
む
事
を
重
ん
じ
た
瀧

動
で
あ
っ
た
。
〈
注
二

O
）

こ
の
述
懐
で
明
ら
か
に
な
る
の
辻
、
姉
崎
の
日
華
信
掠
の
二
冊
性
で
あ
る
。
そ

れ

は

、

く

排

他

的

全

信

仰

と

、

犠

々

な

社

会

活

動

（

宗

教

家

懇
談
会
へ
の
参
加
、
了
富
論
理
の
運
動
、
機
々
の
協
和
運
動
、
帰
一
一
協
会
の

動〉

ι鬼
ら
れ
る
諸
宗
教
の
協
調
を
鶴
指
す
包
括
的
な
信
掠
で
あ
る
。

滋
外
留
学
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
〈
一
九
一
四

i
一
八
）
ま
で
と
、
右
述

し
た
様
々
な
社
会
活
動
を
視
野
に
入
れ
て
、
姉
崎
の
日
蓮
信
掠
の
ニ
一
期
性
を
論

じ
た
い
。

姉
崎
は
機
外
欝
学
を
終
え
て
、
一
九

O
一
一
一
年
六
月
に
帰
国
す
る
。
早
速
、
彼

は
高
山
樽
牛
の
遺
族
を
見
舞
い
、
龍
薬
品
一
ザ
〈
静
縄
県
潜
水
市
）
で
眠
る
畏
友
の

惑
に
詣
で
る
。
清
見
鶏
〈
間
巣
清
水
区
興
禅
に
あ
っ
た
景
勝
地
）
に
滞
恋
中
に

樗
牛
の
遺
稿
の
整
理
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
姉
椅
は
畏
友
が
心
酔
し
た
日
蓮

を
告
揮
す
る
よ
う
に
な
る
。
…
九

O
五
年
、
彼
は
開
究
家
の
影
響
に
よ
っ
て
上
人

の
需
者
で
あ
る
こ
と
命
「
世
界
の
統
一
（
袈
祖
降
離
に
於
て
）
で
発
表
す
る
。

一
、－

-16-

海
外
留
学
後
の
姉
崎
の

く
絶
対
的
な
告
停
と
深
く
関
わ

け

ん

ぽ

ん

に

つ

し

よ

う

っ
て
い
る
の
が
、
密
中
智
学
と
顕
本
法
華
宗
管
長
の
本
多
日
〈

人
六
七

i

一
九
三
二
で
為
る
。

姉
崎
は
、
一
九

O
一
一
二
月
二
四
日
に
智
学
が
主
催
す
る
高
山
樗
牛
一
局

患
の
本
ル
如
来
学
大
会
に
出
産
し
、
樗
牛
に
関
し
て
講
撲
を
す
る
。
そ
の
内
容
が

「
性
格
の
入
高
山
樗
牛
」
（
設
ニ
ニ
〉
と
い
う
艦
で
公
表
さ
れ
る
。
彼
は
、
糊
四
年

一
月
一
二
（
〉
、
三
一
日
に
樗
牛
の
母
校
の
第
二
高
等
学
校
〈
宮
城
県
組
合
区
〔
現

寵
の
仙
台
市
む
の
樽
牛
A

慌
で
欝
潰
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
が
広
畑
掠
の
入
高
山

樗
牛
」
〈
注
一
一
一
る
と
い
う
題
で
公
表
さ
れ
る
。
同
年
四
月
、
京
都
府
立
医
学
専

門
学
生
が
問
中
饗
学
を
師
と
仰
ぐ
「
E
藩
上
人
研
究
会
」
の
創
立
の
際
、
婦
鶴
間

は
費
成
人
と
な
る
。
そ
し
て
一
九

O
六
年
四
芳
二
人
目
、
智
学
が
開
催
し
た
捗



法
百
号
記
念
大
会
〈
神
部
錦
輝
舘
）
で
、
樗
牛
の
日
華
務
究
に
つ
い
て
来
賓
と

し
て
講
読
す
る
。
知
鴨
川
事
が
一
九
一

O
年
か
ら
開
講
す
る
本
化
一
農
期
講
演
会
〈
静

間
前
一
一
一
保
〉
に
は
、
一
九
一
屈
年
ま
で
毎
部
講
師
と
し
て
参
加
す
る
。
（
注
二
四
）

後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九

O
九
年
一
丹
に
日
生
は
日
蓮
の
人
格
と
主
義
を
研

究
す
る
天
構
会
を
創
設
す
る
。
発
会
式
が
、
神
田
一
ツ
橋
の
学
士
会
館
で
あ
る
。

智
学
を
は
じ
め
三
六
名
が
合
員
と
な
る
。
会
期
の
一
つ
は
、
「
本
会
ノ
問
的
ハ
各

自
諺
養
ノ
為
メ
敬
農
ナ
ル
態
度
ヲ
以
テ
日
蓮
上
人
ノ
人
格
及
、
忠
義
明
ノ
績
仰
シ
進

デ
上
人
敬
慕
者
ノ
諮
問
友
タ
ラ
ン
ト
期
ス
」
〈
注
二
五
）
で
あ
る
。
姉
崎
は
会
の
目

的
に
費
関
し
て
幹
事
と
な
り
、
発
足
式
で
「
法
離
経
及

g
蓮
上
人
に
対
す
る
予

の
態
度
」
と
い
う
題
で
講
撰
す
る
。
一
九
一

O
l
一
五
年
に
天
常
会
で
購
演
し

た
内
容
が
「
言
蓮
鏡
仰
天
晴
余
講
撰
集
」
〈
全
一
一
一
輯
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一

九
一
一
年
一
月
ニ
二
丹
の
一
大
崎
会
新
都
会
で
「
威
話
」
を
講
演
し
、
翠
年
の
例

会
で
「
生
死
」
会
講
演
す
る
。

智
学
は
自
ら
が
提
唱
し
た
日
蓮
主
義
を
？
討
議
意
義
新
講
座
・
概
論
』
の
中

で
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
日
議
強
入
の
唱
導
主
張
さ
れ
た
司
教
義
知

や

γ
・
・
・
・
・
汎
く
信
停
も
理
解
も
修
行
も
合
ま
れ
て
岩
て
、
京
教
・

教
法
な
ど
い
ふ
こ
と
よ
り
も
、
今
少
し
広
汎
な
意
味
に
馬
ひ
ら
れ
る
の
を
日
蓮

主
張
と
申
す

0

・
・
・
・
・
・
純
告
掠
の
立
場
よ
り
も
広
い
意
味
に
、
思
想
的
又

A
は
生
活
意
識
の
上
に
ま
で
用
ひ
ょ
う
と
し
て
、
之
を
一
般
化
し
て
門

と
呼
倣
し
た
の
で
為
る
」
六
〉
と
書
か
れ
て
い
る
。
日
生
は
吋
自
護
主
義
』

の
中
で
、
「
日
蓮
主
義
の
真
爵
自
は
如
何
な
る
も
の

チ
ヨ
ツ
と
言

ひ
表
し
聴
い
事
で
島
る
が
、
私
共
専
門
の
方
の
耕
究
で
は
之
を
統
一
主
義
と
森

し
て
溜
り
ま
す
、
統
一
と
云
ふ
こ
と
の
献
に
関
顕
と
一
五
ふ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
隣
接
続
主
義
と
も
統
一
と
も
公
ひ
、
合
せ
て
関
頭
統
一
主
義
と
も
一
一
部
ふ
の

で
あ
る
、
北
西
字
が
先
づ
詩
護
主
義
を
一
一
揖
ひ
表
す
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ

り
ま
す
、
・

．．． 
‘
・
日
離
主
義
の
真
面
目
は
開
顕
統
一

て
い
る
。

と
述
べ

の
日
蓮
主
義
に
共
通
し
た
特
徴
の
自
蓮
信
揮
を
基
盤

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
晩
年
の
姉
崎
は
、
ロ
μ
蓮
主
義
に
依
拠
し
た
排
強
的

な
信
仰
を
回
想
し
て
い
る
。
殺
の
日
灘
、
主
義
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
か
ら
判
断

し
て
、
海
外
留
学
後
に
知
ち
合
っ
た
智
学
と

E
生
の
共
通
点
の
影
響
が
器
め
ら

れ
よ
う
。

つは、

晩
年
の
姉
崎
は
ま
た
、
包
話
的
な
搭
仰
の
傾
向
も
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

そ
の
綴
向
が
様
々
な
社
会
活
動
〈
宗
教
家
懇
談
余
へ
の
参
加
、
了
酉
倫
理
の
運

動
、
種
々
の
協
和
運
動
、
帰
一
協
会
の
運
動
）
に
表
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の

点
を
論
考
す
る
。

一
八
九
三
年
、
ク
リ
ス
ト
ア
ァ

l
・
コ
口
ン
ブ
ス
（
の
げ
批
aoMM凶
器
句
会
》
古
書
室

r
g
p
H
急
対

1
5
8〉
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
の
顕

0
0周
年
を
記
念
し
て
、

シ
カ
ゴ
で
叶
山
口
ン
ブ
ス
記
念
万
雷
博
覧
会

qzcz話げ
ま
凶
一
認
。

a
g
m〉

が
捷
擁
さ
れ
る
。
こ
の
万
国
誇
覧
会
に
付
設
し
て
、
当
地
で
は
世
界
最
初
の
万

国
宗
教
会
議
（
寸
同
居
者

2
H
F
F忌抽出
g民
丸
阿
佐
縄
ゆ
き
お
）
も
ん
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
宗
教
上
の
出
来
事
に
頼
激
を
受
け
て
、
三
年
後
に
廷
本
で
、
キ
リ

ス
ト
教
や
仏
教
や
神
道
な
ど
の
宗
教
者
、
が
集
ま
り
、
宗
教
家
懇
談
会
を
開
い
て

い
る
。
円
太
腸
知
の
京
教
欄
を
担
当
し
て
い
た
姉
崎
は
無
所
燐
の
立
場
で
参
加
し

て
、
こ
の
懇
談
会
を
観
察
し
て
い
る
。
そ
の
彼
は
、
各
宗
教
・
各
宗
探
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が
吉
ら
の
教
理
の
正
し
さ
を
主
張
す
る
だ
け
の
時
代
が
終
b
っ
て
、
諸
宗
教
が

協
課
す
べ
き
持
代
の
到
来
を
抱
い
て
い
る
。
宗
教
家
懇
談
会
が
引
き
金
と
な
っ

て
、
一
八
九
七
年
に
本
郷
教
会
の
牧
師
の
横
井
時
雄
（
一
八
五
七

i
一
九
ニ
入
）

の
発
案
で
、

γ
喜
鎗
理
会
が
関
か
れ
る
。
姉
崎
は
こ
の
会
合
に
参
加
し
て
い
る
。

彼
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
人
格
主
義
に
基
づ
い
て
、
宗
派
を
超
え
た
倫
理
躍
動
で

あ
る
こ
と
と
、
入
絡
の
始
時
議
と
宇
宙
の
大
道
の
援
本
に
立
っ
た
臨
灘
の
臨
謹

を
自
指
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
〈
注
二
八
）

海
外
館
学
後
の
姉
時
は
、
一
九

O
六
年
に
各
宗
教
家
の
融
和
に
よ
る
国
民
指

導
の
教
化
を
摺
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
日
本
般
教
家
協
和
会
の
発
起
人
と
な
り
、

五
年
援
に
本
多
日
生
の
創
設
し
た
天
糟
会
の
幹
事
と
な
る
。
一
九
一
一
一
年
一
一
月
、

神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
関
孫
者
が
、
東
京
の
華
族
会
館
で
一
一
一
教
会
問

を
組
織
す
る
。
こ
の
組
織
の
決
議
は
、
皇
道
の
扶
翼
に
よ
る
悶
民
道
徳
の
振
興

と
、
政
治
・
宗
教
・
教
脊
の
融
和
に
よ
る
思
涯
の
伸
張
で
あ
る
。
（
注
二
九
）
鶏

と
こ
な
み

織
は
、
こ
の
組
織
を
取
り
ま
と
め
た
内
務
次
官
の
床
次
竹
二
郎
（
一
八
六
六
j

九
三
五
）
に
感
謝
を
表
明
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
諦
崎
は
床
次
と
同

じ
考
え
で
あ
っ
た
し
、
被
の
入
務
に
感
動
し
た
か
ら
で
あ
る
。
〈
性
…
一
一
二
間
年

し
て
、
後
ら
の
発
一
一
間
の
場
と
な
る
教
育
家
宗
教
家
懇
談
合
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

（
詮
コ
一
一
一
〉
関
じ
六
月
、
帰
一
協
会
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
協
会
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
ご
刀
法
一
婦
と
い
う
事
を
主
と
し
て
、
諸
々
の
宗
教
が
異
な
っ
た
特

位
校
も
っ
て
、
し
か
も
共
通
の
目
的
に
向
っ
て
進
む
運
動
」
で
あ
る
。

日
蓮
借
抑
爵
の
締
鵠
は
宗
教
家
懇
談
会
や

γ
密
鎗
理
会
に
参
加
し
て
、
宗
教

改
革
に
情
熱
を
燃
や
し
て
、
諸
諜
教
の
協
調
の
時
代
の
到
来
…
披
ず
る
。
設

が
告
奉
す
る
日
績
は
、
を
心
の
拠
り
所
と
し
て
い
こ
の
経
典
の

つ
は
、
現
実
の
人
間
活
動
〈
菩
隣
行
動
〉
で
あ
る
。
（
注
一
二
三
）
智
学

の
日
蓮
主
義
運
動
の
共
通
点
は
、
こ
の
菩
薩
行
動
を
人
間
社
会
に
広
く

応
用
す
る
こ
と
あ
る
。
姉
崎
の
社
会
組
織
（
日
本
宗
教
家
協
和
会
、
天
隣
会
、

三
教
会
関
、
教
脊
家
来
教
家
懇
談
会
、
帰
一
一
協
会
）
へ
の
関
わ
り
に
克
ら
れ
る

包
括
的
な
舘
停
誌
、
智
山
門
や
と
日
生
の

g
蓮
主
義
運
動
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
日
蓮
借
仰
と
そ
れ
以
前
の
諸
操
教
の
協
調
の
主
張
が
結
び

つ
い
た
社
会
活
動
で
も
あ
る
と
替
え
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
来
る
べ
き
新
し
い
持
代
に
対
処
す
る
た
め
、
締

埼
は
人
本
主
義
を
提
唱
す
る
。
叫
新
時
代
の
宗
教
』
（
一
九
一
九
〉
所
収
の
「
蛍

界
の
新
局
面
に
対
す
る
来
教
の
天
職
」
（
同
）
の
中
で
、
設
は
「
社
会
的
制
度
も
、

富
家
、
家
挟
の
結
合
も
、
人
間
本
然
の
性
か
ら
出
発
し
て
人
類
の
結
合
に
進
む

特
急
の

人
選
、
賠
ち
人
本
主
義
の
現
は
れ
で
あ
る
と
共
北
、
宗
教
は
鍾
人
と
人
道
と
を
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賞
す
る
人
本
主
義
の
叩

従
っ
て
、
社
会
、

皆
其
の
根
底
を
人
本
主
義
宗
教
の
生
命
に
置
き
、
掃
趣
を
人
本
主
義
宗
教
の
理

想
に
求
め
る
い
〈
注
三
由
〉
と
書
い
て
い
る
。
人
本
主
義
宗
教
が
、
人
本
主
義
を

推
進
す
る
京
教
の
カ
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
婚
時
は
人
本
主
義
を
人
間
の
生

活
も
に
向
け
、
そ
の
生
活
の
「
犠
本
解
決
は
、
人
本
主
義
の
実
行
、
即
ち
人
間

が
自
ら
の
本
控
を
自
覚
し
、
本
能
の
醇
化
を
以
て
家
族
と
国
家
と
人
道
と
を
一

費
す
る
に
あ
る
」
〈
注
三
五
）
と
力
説
し
て
い
る
。
穣
は
「
国
家
の
運
命
と
理
想



〈
愛
国
者
と
予
設
者
ご
土
九

O
呂
〉
の
中
で
、
「
自
分
の
生
命
の
中
に
国
家
の

生
命
を
有
す
る
借
仰
と
興
支
と
の
あ
る
人
」
、
「
国
家
を
以
て
自
分
の
生
命
と
す

「
そ
の
国
家
の
運
命
令
指
導
す
る
予
言
者
、

一
一
擦
の
理
想

を
発
樺
す
る
聖
人
」

を
持
ち
出
す
。
上
人
が
姉
崎
に
よ
っ
て
、

の
愛
国
者
・
・
聖
人
と
し
て
の
入
務
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。
〈
注
一
一
一
海
外
留
学
後
の
彼
は
自
ら
の
宗
教
患
懇
の
要
素
で
あ
る
人
心

の
摸
畿
と
し
て
日
蓮
を
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
陸
運
接
待
者
の
彼
の
人
本
主

義
や
人
本
主
義
宗
教
は
、
上
人
の
人
心
を
土
台
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
人
本

主
義
の
実
行
」
〈
一
九

八
〉
の
終
わ
り
近
く
で
、
「
内
治
外
交
共
に
人
本
主
義

の
理
想
を
以
て

是
れ
新
た
る
世
界
に
処
す
る
日
本
の
道
で
る
る
」

と
諾
っ
て
い
る
よ
う
に
、
姉
崎
は
、
次
世
界
大
戦
後
の
盤
民

統
合
と
間
際
協
調
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
真
正
の
愛
悶
者
と
し
て
社

会
と
立
ち
向
か
う
上
人
を
麓
範
と
し
て
天
奥
制
国
家
と
そ
の
現
実
社
会
を
見
掻

え
る
畿
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
一
次
霊
界
大
戦
終
結
の
直
後
、
婚
時
は
「
人
才
の
発
揚
と
民
本
主
義
」
（
一

九
一
九
〉
の
中
で
、
民
本
主
義
の
必
要
性
も
説
い
て
い
る
。
設
に
と
っ
て
、
「
民

菩
吾
人
間
が
人
間
と
し
て
生
活
す
る
に
は
、
個
性
の
基
礎
と
共

に
社
会
結
合
を
要
す
る
と
い
ふ
根
本
原
理
で
あ
っ
て
、
・
・
・
・
・
・
社
会
生
活
か

自
治
自
制
の
カ
あ
る
鶴
入
が
自
由
の
発
達
を
遂
げ
、

英
で
相
瓦
扶
助
の
社
会
結
合
を
遂
げ
る
事
に
会
る
。
民
本
主
義
は
、
・
・
・

ら
一
訟
は
点
、

社
会
生
活
の
道
徳
的
原
理
叩

一
九
）
で
あ
る
。
自
ら
の

人
本
主
義
に
つ
い
彼
は
「
十
九
世
紀
文
明
の
総
動
定
い
〈

で
、
「
人
性
の
縮
性
と
社
会
性
と
を
充
実
す
る
と
い

九
一
八
〉
の
中

民
本
主
義
の
意

人
間
生
活
の
道
徳
的
原
理
だ
と
す
れ
ば
、
其
の
究
寛
は
人
性
本
位
と
い

ふ
意
味
で
人
本
主
義
と
い
ふ
べ
き
も
の
に
な
る
」
（
注
問
。
〉
と
解
説
し
て
い
る
。

婦
婿
は
、
国
民
統
合
と
国
際
協
調
を
推
進
す
る
た
め
、

を
そ
の
推
進
の
用
途
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
。

人
本
主
義

盤
龍
太
子
へ
の
傾
倒

第
一
次
世
界
大
、
戦
の
寵
前
の
姉
崎
が
聖
徳
太
子
の
仏
教
思
想

に
強
く
関
心
を
示
す
。
そ
の
関
心
が
司
成
人
』
の
中
に
表
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
「
王
法
仏
法
い
が
述
べ
ら
れ
る
。
王
法
が
国
家
の
生
命
、
悶
家
の
理
慈
、
留

捧
の
活
現
な
ど
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
仏
法
が
不
動
の
糞
理
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
太
子
が
王
詮
弘
法
の
代
表
的
沿
実
践
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
〈
注

昭
二
ニ
の
雑
誌
の
会
期
の
主
要
な
器
製
は
、
監
獄
の
教
化
の
拡
張
と
、
社
会

や
家
薙
の
悪
の
除
去
で
あ
る
。
〈
注
昭
二
）
こ
の
提
要
に
一
致
す
る
よ
う
に
、
彼

は
太
子
立
言
及
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
（
一
九

O
五
l
O四
）
の
後
、
勝
利
し

た
日
本
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
る
が
、
国
民
は
鑑
税
記
苦
し
ん
で
い
る
。

む
そ
う
し
た
不
安
定
な
日
本
社
会
の
現
状

ι直
面
し
て
、
婦
締
法
吋
成
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人
』
の
会
則
に
一
致
し
た
内
容
を
記
述
す
る
た
め
、
太
子
を
取
り
上
げ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

一
九
一
三

l
一
五
年
、
日
本
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ク
ラ
ブ
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を

卒
業
し
た
日
本
人
の
団
体
）
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
姉
崎
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ

ー
ド
で
講
義
す
る
。
一
九
一
一
一
一
l
l

一
四
年
の
講
義
と
一
九
一
四

i
一
五
年
の
講

義
で
は
、
「
日
本
人
の
宗
教
的
・
道
徳
的
発
達
」
〈
£
o
E
R。
g
m世
田
島
冨
2
9
H

u
g
o
－8由。
E
。
同
長
。
－

EMMEgg－
－
）
が
開
講
さ
れ
た
。
姉
崎
の
一
九
三

O

年
の

hrsqミ
b
E
E句
。
宇
佐
忌

h
s
s
hす
R
E
p
k
g』

s
s
s。

匂

R
E
S
R片
足

g
R愚
民
営

S
S匂
（
『
日
本
の
宗
教
史

l
特
に
国
民
の

社
会
的
・
道
徳
的
生
活
に
つ
い
て

l
』
〉
の
「
序
文
」
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
「
日

本
人
の
宗
教
的
・
道
徳
的
発
達
」
の
原
稿
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
（
注
四
四
）

こ
の
「
目
次
」
は
、

A
E
B門戸
g位
。
回
。
片
岡
¢
向
田
島
何
回
古
屋
俗
出
品
詐
m
回

am岳
民
m
V目。

E

g
g
s
a
g
－∞
0
0
）
＝
（
「
仏
教
の
伝
来
と
確
立
（
六

O
O
l八
O
O年
頃
）
」
で
、

そ
の
中
の
項
目
の
一
つ
は
‘

4
M
M
O
P
E
S－
g
m
o
E
m
g
z
w
F
M阿佐

E
g
z

RH晶
君
。
停
3

〈
「
聖
徳
太
子
、
彼
の
理
想
と
仕
事
乙
で
あ
る
。
（
注
四
五
）
「
日

本
人
の
宗
教
的
・
道
徳
的
発
達
」
の
た
め
に
事
前
に
配
布
さ
れ
た
講
義
予
告
に

あ
る
項
目
の
一
つ
は
、

E
H
H
E
E島
d
o
t
。
回
。
片
岡
信
島
内
山
何
回
広
田

mw
ロ
門
戸
主
∞

回

amwvzmvgoE
〈印印
O
t

∞0
0）
苫
（
注
四
六
）
（
「
仏
教
の
伝
来
と
確
立
（
五
五

O
l八
O
O年
〉
」
で
あ
る
。
両
方
の
項
目
の
タ
イ
ト
ル
は
非
常
に
似
て
い
る
。

そ
の
酷
似
と
一
九
三

O
年
の
英
書
の
「
序
文
」
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
英
書
の

項
目
に
書
か
れ
た
内
容
の
概
要
が
「
日
本
人
の
宗
教
的
・
道
徳
的
発
達
」
に
も

言
及
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
一
九
三

O
年
の
英
書
の
項
目
に
つ
い
て
の
太
子
の
記
述
（
注
四
七
）

を
見
て
み
た
い
。
国
家
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
公
告
と
、
仏
教
に
基
づ
く
壮
大

な
制
度
の
設
立
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
が
、
天
王
寺
、
窮
民

の
保
護
施
設
、
院
、
貧
し
い
病
人
を
治
療
す
る
施
設
で
あ
る
。
天
王
寺
の
地
理

的
な
要
所
（
国
内
外
の
一
団
が
大
和
国
へ
向
か
う
入
り
口
）
の
紹
介
で
あ
る
。

摂
政
と
し
て
の
一

0
年
間
に
国
内
統
治
の
改
革
と
朝
鮮
と
の
外
交
に
専
念
し
た

後
、
中
国
（
惰
）
と
の
外
交
関
係
を
日
本
で
最
初
に
築
い
た
こ
と
で
あ
る
。
六

O
四
年
に
制
定
さ
れ
た
一
七
条
憲
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
憲
法
の
主
眼
は
、

人
民
の
守
る
べ
き
道
徳
・
精
神
的
な
調
和
、
臣
民
や
身
分
の
上
下
関
係
の
道
徳

的
・
精
神
的
な
調
和
で
あ
る
。
一
七
条
憲
法
の
公
布
に
満
足
せ
ず
、
宮
中
や
寺

院
で
仏
教
経
典
を
講
義
し
て
、
自
ら
の
理
想
を
説
明
す
る
。
そ
の
講
義
の
テ
キ

ス
ト
が
、
『
法
華
経
』
『
維
摩
経
』
『
勝
露
経
』
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
太
子
の

政
治
的
手
腕
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
二
ニ
l
l

一
五
年
、
姉
崎
は
聖
徳
太
子
の
為
政
者
と
し
て
の
功
績
を
講
義

す
る
。
そ
の
功
績
の
基
盤
と
な
る
の
が
太
子
の
仏
教
思
想
で
あ
る
。
日
蓮
を
信

仰
し
て
い
た
姉
崎
は
こ
の
点
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
姉
崎

が
、
日
蓮
と
太
子
の
共
通
の
経
典
『
法
華
経
』
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
（
注
四

八
）
が
考
え
ら
れ
る
。

一
九
一
九
年
、
姉
崎
は
「
聖
徳
太
子
の
理
想
と
政
策
」
の
中
で
、
太
子
を
政

治
の
土
台
を
人
民
に
置
く
民
本
主
義
者
と
し
て
発
表
す
る
。
（
注
四
九
）
つ
ま
り
、

太
子
は
人
間
生
活
の
道
徳
的
原
理
の
実
践
者
の
模
範
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
評
論
で
は
、
彼
の
五
つ
の
事
跡
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
跡
は
、
①
四

天
王
寺
の
経
営
、
②
遣
惰
使
井
に
留
学
生
の
派
遣
、
③
憲
法
と
一
体
三
宝
、
④

一
乗
の
理
想
と
摂
受
正
法
の
実
行
、
⑤
治
国
の
根
本
と
し
て
の
聖
者
の
人
格
、

で
あ
る
。
（
注
五

O
）
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こ
れ
ら
五
つ
の
事
跡
を
論
考
し
て
み
よ
う
。
①
つ
い
て
は
、
四
天
王
の
神
カ



で
闘
を
護
る
た
め
に
造
費
さ
れ
た
西
支
帯
に
一
一
一
つ
の
施
設
〈
学
問
・
技
芸
な
ど

を
修
め
る
敬
間
際
、
病
人
の
た
め
の
療
病
説
、
援
薬
を
作
っ
て
分
配
す
る
撞
薬

院
〉
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。

φ
に
つ
い
て
は
、
仏
教
や
文
化
の
先
進
悶
の

瞭
へ
遺
構
使
と
留
学
生
を
深
遣
し
た
こ
と
で
あ
る
。
太
子
の
狙
い
は
、
惰
か
ら

仏
法
や
文
化
を
積
櫨
的
に
取
り
入
れ
、
日
本
の
欝
カ
を
高
め
て
誘
簡
と
対
等
に

交
流
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
対
等
爵
交
は
、
仏
教
の
一
乗
患
懇
と
衆

生
の
驚
異
に
超
霞
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
越
国
が
③
に
適
用
さ
れ
て
い

る
。
憲
法
は
、
太
子
の
一
七
条
憲
法
を
指
す
。
一
七
条
憲
法
で
は
、
一
一
一
宝
〈
仏
・

法
・
鑓
）
の
崇
敬
が
説
か
れ
る
。
仏
陀
〈
仏
〉
は
宇
宙
の
…
乗
法
を
悟
っ
て
衆

生
を
教
化
す
る
。
衆
生
は
こ
の
教
生
を
受
容
し
て
鴎
結
す
る
。
団
結
し
た
集
ま

り
が
僧
で
あ
る
。
三
宝
は
、
審
接
な
関
擦
に
あ
る
の
で
、
一
体
三
宝
と
替
わ
れ

る
。
太
子
の
三
宝
は
、
宇
宙
や
人
生
に
横
た
わ
る
真
理
を
悶
家
の
生
命
に
活
用

さ
せ
た
仏
教
思
想
で
あ
る
。
太
子
の
根
本
の
理
想
は
、
一
一
衆
道
で
あ
り
、
そ
の

実
行
は
摂
受
正
法
〈
一
体
三
宝
を
推
進
し
て
、
衆
生
に
仏
智
を
体
現
さ
せ
、

法
を
生
命
と
す
る
こ
と
〉
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
④
の
内
容
と
な
る
。
菩
薩
の

実
査
な
心
が
、
国
家
の
騒
盛
、
人
々
の
幸
福
を
導
く

0
6は
、
太
子
の
人
格
が

こ
う
し
た
理
想
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
九
一
九
年
、
姉
崎
は
「
聖
徳
太
子
の
来
王
寺
経
営
」
と
「
盟
徳
太
子
と
支

部
教
策
」
も
発
表
す
る
。
こ
れ
ら
の
評
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
題
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
「
聖
徳
太
子
の
理
想
と
政
策
い
の
①
と
舎
を
踏
鱒
し
て
述
べ
て
い
る
。

翌
年
、
締
鯖
の
『
上
雷
太
子
盟
王
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
審
議
で
は
、
第
三

章
は
「
太
子
が
経
営
わ
規
模
」
、
第
距
離
は
「
『
東
天
皇
敬
で
務
天
皇
療
に
自
す
廿
、

「
憲
法
と
一
体
三
宝
の
理
想
ヘ
第
六
章
は
「
太
子
の
思
想
信
仰
」
で

一
章
は
①
、
第
間
離
は
②
、
第
五
蹴
は
争
、
第
六
章
は
告
を
受
け
継

あ
る
。

い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
躍
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
判
断
し
て
、
「
聖
徳
太

子
の
理
想
、
ど
政
策
い
の
内
容
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
競
崎
は
司
人
生
の
一
一
…
方
挺
』

〈
一
九
二
臨
）
の
中
で
、
一
時
代
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
模
範
と
し
て
太

子
の
信
停
を
紹
介
す
る
。
そ
の
舘
仰
の
特
徴
は
、
一
一
一
宝
の
敬
慕
、
隣
と
の
対
等

外
交
を
支
え
る
警
機
行
で
あ
る
。
二
そ
の
特
設
は
＠
と
③
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
る
。

聖
穂
太
子
信
仰
の
深
ま
り

一
九
三

0
年
代
に
な
る
と
、
不
穏
な
状
況
が
次
々
と
起
こ
る
。
托
表
的
な
出

来
事
を
あ
げ
る
と
、
満
州
事
変
〈
一
九
一
一
一
一
）
、
満
州
臨
の
建
国
宣
言
〈
一
九
三

一
一
〉
、
車
盟
盟
事
件
と
五
・
一
五
事
件
〈
問
〉
、
国
際
連
盟
の
説
退
〈
一
九
三
一
一
一
〉
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
廃
棄
〈
一
九
三
回
）
、
一
大
事
件
〈
一
九
一
一
一
六
）
で
あ

る。 四
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こ
の
よ
う
に
軍
部
が
台
壊
す
る
中
、
仏
教
が
姉
鯖
の
心
の
拠
ち
所
と
金
る
。

一
九
一
一
一
五
年
一
月
、
後
は
宮
中
御
議
書
始
め
の
畿
で
、
聖
徳
太
子
の
一
七
条
憲

法
、
昭
和
天
皇
〈
一
九

O
一
l
i
八
九
〉
に
立
憲
君
主
と
し
て
の
立
場
を
進
講
す

る
。
〈
性
五
一
一
）
そ
の
進
講
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
天
議
制
国
家
の
も
と
で

日
本
と
国
民
が
統
合
す
る
必
要
性
を
説
く
彼
の
姿
で
あ
る
。
畿
の
麟
裳
に
あ
っ

た
の
辻
、
天
息
一
一
制
問
家
の
も
と
、
器
内
統
治
の
確
立
と
そ
の
代
表
者
と
し
て
の

聖
徳
太
子
だ
と
言
え
よ
う
。

菌
家
改
造
を
路
指
し
て
韓
議
青
年
将
校
が
超
こ
し
た
ニ
・
二
六
事
件
を
契
機

に
、
姉
崎
は
国
家
の
望
ま
い
し
い
あ
ち
方
を
考
え
る
。
ぞ
れ
が
、
援
の
「
戒
厳

令
下
に
一
七
条
憲
法
を
続
‘
沿
い
〈
一
九
一
一
一
六
）
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
織
法
の
精
神

は

、

「

人

生

国

家

の

国

法

の

常

則

」

と

設

置

づ

け

ら

れ

、

八



六
八
年
の
五
箇
条
御
誓
文
の
言
葉
（
「
万
機
公
論
」
、
「
天
地
の
公
道
」
、
「
皇
基
を

振
起
」
な
ど
て
翌
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
告
文
の
「
統
治
ノ
洪
範
」
、

翌
々
年
の
教
育
勅
語
の
言
葉
（
「
祖
宗
の
遺
烈
」
、
「
協
力
輔
翼
」
、
「
和
衷
協
同
」
）
、

同
憲
法
の
上
諭
の
言
葉
（
「
万
世
一
系
の
帝
位
」
、
臣
民
の
「
慈
徳
良
能
」
な
ど
）

に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
（
注
五
一
二
）

第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九

l
四
五
）
の
最
中
、
姉
崎
は
『
聖
徳
太
子
の

理
想
と
政
治
』
（
一
九
四
一
）
を
執
筆
す
る
。
「
目
次
」
は
、
太
子
の
政
治
の
事

跡
に
触
れ
る
。
「
序
説
」
に
続
い
て
、
第
二
章
「
四
天
王
寺
の
経
営
規
模
」
、
第
三

章
「
遣
惰
使
並
に
留
学
生
の
派
遣
」
、
第
四
章
「
憲
法
と
三
宝
帰
依
」
、
第
五
章

ご
乗
の
理
想
と
摂
受
正
法
の
実
行
」
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
の
著
書
の
第
三

章
、
第
三
章
、
第
四
章
、
第
五
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
二

O
年
の
『
上
宮
太
子

聖
徳
王
』
の
第
三
章
「
太
子
が
経
営
の
規
模
」
、
第
四
章
「
『
東
天
皇
敬
で
西
天

皇
帝
に
白
す
』
」
、
第
五
章
「
憲
法
と
一
体
三
宝
の
理
想
」
、
第
六
章
「
太
子
の
思

想
信
仰
」
に
記
さ
れ
た
内
容
を
単
に
踏
襲
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
一
九
四

一
年
の
著
書
は
「
維
摩
居
士
（
古
代
イ
ン
ド
の
商
人
で
、
釈
迦
の
弟
子
）
の
人

格
は
、
時
代
の
差
別
を
超
越
し
、
形
相
位
置
の
別
に
拘
泥
せ
ず
し
て
、
直
に
其

の
大
覚
を
一
切
世
事
に
活
用
し
て
居
る

0

・
・
・
・
・
・
太
子
の
人
格
は
此
の
如
き

理
想
を
当
時
の
日
本
に
活
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
（
注
五
四
）
で
結
ん
で
い

る
。
そ
こ
に
は
、
仏
教
に
立
脚
し
て
、
戦
時
中
の
日
本
に
勇
気
を
奮
づ
て
真
撃

に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
姉
崎
の
心
境
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
心
境
が
、

彼
の
「
戦
列
断
想
以
和
為
貴
」
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
四
年
四
月
一
六
日
）

の
中
で
、
「
〔
太
子
の
〕
御
遺
訓
が
、
今
も
昔
と
同
じ
く
、
人
心
を
動
か
し
、
又

未
来
に
対
す
る
指
導
を
与
へ
る
大
切
な
精
神
の
力
だ
と
信
じ
る
」
（
注
五
五
）
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
太
子
の
一
七
条
憲
法
の
御
遺
訓
が
、
日
本
の
と
る

べ
き
道
の
指
針
に
な
る
と
公
言
し
て
い
る
。

姉
崎
の
聖
徳
太
子
へ
の
心
酔
は
、
執
筆
活
動
ば
か
り
で
は
な
く
社
会
活
動
に

も
見
ら
れ
る
。
姉
崎
の
『
聖
徳
太
子
の
大
士
理
想
』
（
一
九
四
四
）
に
書
か
れ
た

報
告
（
注
五
六
）
を
参
照
し
て
、
一
九
三
五
年
と
一
九
四
四
年
の
彼
の
主
た
る

社
会
活
動
を
列
挙
し
て
み
た
い
。
一
九
三
五
年
二
月
四
日
、
法
隆
寺
で
佐
伯

じ
よ
う
い
ん

定
胤
貫
首
（
一
八
六

l
一
九
五
二
）
と
会
い
、
聖
徳
太
子
の
御
筆
の
写
し
を
携

え
、
聖
霊
殿
御
影
の
前
で
『
法
華
経
』
「
寿
量
品
」
を
読
請
す
る
。
二
月
二
二
日
、

ラ
ジ
オ
で
太
子
に
つ
い
て
語
る
。
三
月
二
日
、
旧
聖
徳
太
子
奉
讃
会
総
裁
で
あ

っ
た
故
久
遁
宮
殿
下
（
一
八
七
三

l
一
九
二
九
）
の
別
邸
に
近
著
の
『
上
宮
太

子
聖
徳
王
文
妙
』
（
一
九
三
五
）
を
献
じ
る
。
一
九
四
四
年
二
月
二
五
！
二
六
日
、

大
阪
帝
国
大
学
で
太
子
に
つ
い
て
講
義
す
る
。
六
月
三
日
〈
愛
知
県
豊
川
市
の

妙
厳
寺
）
、
同
月
一
二
日
（
名
古
屋
逓
信
会
館
）
、
七
月
四
日
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
、

同
月
七
日
（
岐
阜
県
多
治
見
市
虎
渓
山
町
）
、
同
月
九
日
（
岡
県
高
山
市
）
、
翌

日
（
岐
阜
市
）
、
仏
教
の
教
識
者
を
対
象
と
し
て
太
子
に
つ
い
て
講
話
す
る
。

一
九
三
五
年
と
一
九
四
四
年
の
彼
の
主
た
る
社
会
活
活
動
を
概
観
す
る
と
、

一
九
三

O
代
以
降
の
姉
崎
は
、
次
第
に
聖
徳
太
子
へ
の
信
仰
に
傾
い
て
い
る
。

姉
崎
の
社
会
活
動
は
、
彼
の
執
筆
活
動
と
共
に
、
太
子
の
仏
教
思
想
へ
の
共
鳴

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
を
迎
え
た
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
姉
崎
は
昭

和
天
皇
の
玉
音
を
ラ
ジ
オ
で
聴
い
て
、
「
血
涙
の
思
し
て
拝
聴
す
、
事
こ
こ
に
至

り
で
は
何
を
か
い
は
ん
、
只
従
来
の
路
を
棄
て
、
現
実
の
下
に
新
建
設
に
精
進
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せ
ん
の
と
い
う
感
想
を
吐
露
す
る
。
こ
の
感
想
は
、
第
一
次
苦

界
大
戦
後
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
が
新
し
い
日
本
の
再
建
を
擁
立
す
る
た
あ
の
決

意
の
表
れ
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
は
晩
年
ま
で
、
摺
際
協
調
と
鹿

内
統
治
を
放
棄
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
九
西
七
年
、
姉
崎
は
「
我
醤
の
天
職
」
の
中
で
、
東
洋
文
北
と
酋
洋
文
化

の
違
い
を
指
摘
す
る
。
前
者
の
基
本
は
、
主
観
に
よ
っ
て
富
分
の
心
と
天
地
が

一
体
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
の
基
本
は
、
外
に
向
か
っ
て
発
動
し
、
外
物

と
相
対
し
て
天
地
を
自
分
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
が
「
静
観
内
省
い

ヱ
知
一
体
観
」
「
内
議
一
知
観
」
と
番
か
れ
て
い
て
、
後
者
が
「
実
験
観
察
」

「
間
分
観
一
一
一
店
観
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
設
は
、
第
ニ
次
世
界
大
戦
後
の
日
本

が
東
沖
文
住
の
犠
幹
に
商
洋
文
化
の
在
を
咲
か
せ
実
合
結
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
述

べ
る
。
そ
の
点
で
、
信
雄
は
、
東
洋
に
晃
ら
れ
る
内
潜
反
省
〈
如
是
観
、
一
念

一
一
一
千
、
本
弘
の
釈
尊
と
の
一
体
、
吋
法
華
経
h

の
聖
者
た
ち
と
の
連
な
り
、
宇
宙

の
生
命
と
の
一
体
）
と
、
高
洋
に
見
ら
れ
る
外
発
活
動
（
当
時
の
教
権
執
務
へ

の
議
関
、
迫
害
の
挑
発
、
危
難
の
克
服
〉
を
統
合
し
た
模
範
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
（
注
五
人
〉

間
年
、
姉
崎
の
内
総
離
議
体
験
者
聖
徳
太
子
知
、
が
刊
行
さ
れ
る
。
問
書
で
は
、

太
子
が
人
捧
と
信
念
が
串
し
分
の
な
い
維
牽
居
土
の
体
験
者
と
し
て
銘
介
さ
れ

る
。
〈
注
五
九
）
護
憲
居
士
は
、
釈
溜
の
教
え
を
理
解
す
る
在
野
の
弟
子
だ
と
替

わ
れ
て
い
る
。
蜂
崎
は
、
日
本
で
は
太
子
が
維
摩
賠
土
の
体
験
者
と
見
な
し
て

い
る
。
太
子
の
よ
う
な
体
験
者
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
出
現
す
る
期
待
を
込
め

て
議
め
く
く
る
。

一
次
世
界
大
戦
、
が
終
戦
を
迎
え
た
と
き
、
縛
需
は
圏
内
統
治
と
国
務
協
欝

の

A

性
を
考
え
て
い
た
。
彼
の
考
え
を
支
え
た
の
が
、
苦
難
や
追
害
に
負
け

な
い
強
靭
な
意
悲
を
発
揮
し
た
告
蓮
へ
の
借
停
と
、
ニ
つ
の
目
標
（
国
内
統
治

と
国
際
協
欝
）
を
積
織
的
に
錐
進
し
た
童
謡
太
子
へ
の
借
抑
で
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
姉
崎
が
日
蓮
と
太
子
の
共
通
の
経
典
『
法
華
経
』
を
檎
悲
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
院
議
も
太
子
も
、
菩
譲
の
浄
土
と
な
る
仏
国

会
実
現
し
よ
う
と
努
め
た
。
姉
椅
は
、
人
心
の
盟
ま
し
い
あ
り
方
の
模
範
金
持

蓮
の
替
動
に
世
間
し
、
上
人
が
希
求
す
る
国
家
の
望
ま
し
い
あ
り
方
の
模
範
を

太
子
の
事
跡
に
着
践
し
た
の
で
あ
る
。

苓
関
敬
一
一
了
紅
野
敏
蕗
組
織
内
大
西
祝
・
幾
子
書
簡
集
』
教
文
舘
、
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九
九

一一同
布
、

姉
崎
正
治
「
捧
牛
に
答
ふ
る
の
書
」
（
一
九

0
…i
O一

吋
文
は
入
な
れ
ソ
b

「
樗
牛
噺
風
往
復
集
」
簿
文
館
、
一
九
一
一
一

一
九
七
留
年
〕
、
一
一
一
九
六
頁
〉
。
錦
椅
増
額
臓
は
姉
崎
正
浩
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

あ
る
。

〈
姉
崎
正
治

〔
初
出

四
姉
崎
正
治
判
宗
教
学
概
論
』
東
京
専
門
学
校
出
版
部
、

案。

九

O
O年、

五
秋
山
正
香
『
高
山
棒
牛

i
そ
の
金
涯
と
思
想
』
讃
文
館
、

五
九

i
六
O
頁。

九
蕊
七
年
、

制.，＿
ノ、

井
上
哲
次
郎
「
薪
鍾
論
理
教
科
番
序
い
〈
井
上
哲
次
郎
・
高
山
林
次
郎



繍
倹
理
教
科
饗
』
巻
一
、
金
港
堂
、
一
人
九
七
年
、

非
次
郎
は
高
山
樗
牛
の
本
名
で
あ
る
。

姉
崎
前
掲
福
山
牛
噸
愚
往
復
集
」
三
六
一
一
一
頁
。

間
右
、
三
七
五

i
七
六
真
。

「
法
問
可
被
申
様
之
事
い
で
は
、
「
ム
ヴ
の
王
の
権
法
相
援
の
法
令
尊
ん
て

天
子
本
命
の
道
場
た
る
正
法
の
御
寺
の
錦
織
依
う
す
く
し
て
、
権
法
邪
法

の
寺
の
寵
々
に
多
く
い
で
き
た
れ
る
は
、
患
者
の
眼
に
は
仏
法
繁
盛
と
み

へ
て
、
仏
天
智
者
の
御
限
に
は
古
き
正
法
の
寺
々
ゃ
う
や
く
う
せ
挟
へ

ば
、
一
に
は
不
幸
な
る
べ
し
、
賢
な
る
父
母
の
氏
寺
を
す
っ
る
ゆ
へ
、
ニ

に
は
務
法
な
る
べ
し
。
若
し
し
か
ら
ば
日
本
国
当
世
泣
爵
一
向
に
不
幸

欝
法
の
悶
な
る
べ
し
。
此
国
は
釈
迦
如
来
の
御
所
領
」
と
帯
き
綴
ら
れ

て
い
る
。
日
議
「
法
問
可
被
申
様
之
事
」
一
二
六
九
年
（
立
正
大
学
自

蓮
教
学
研
究
所
編
纂
叫
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
選
文
』
第
一
春
、
総
本
山

身
延
久
遠
寺
、
一
九
七
一
年
〔
初
出
一
九
五
二
年
〕
、
間
四
六

i
四
七
真
）
。

一
O

ご
谷
入
濫
御
審
」
で
は
、
「
裟
婆
世
界
は
五
一
自
塵
点
劫
よ
り
己
来
教
主

釈
尊
の
御
所
領
砲
」
と
審
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
時
議
「
一
谷
入
選
御
書
」

一
二
七
五
年
（
立
正
大
学
自
蓮
教
学
研
究
一
段
編
纂
吋
昭
和
定
本
日
蓮
袈
人

選
文
』
第
二
春
、
総
本
山
身
延
久
遠
寺
、
一
九
七
一
年
〔
初
出
一
九
五
一
一
一

年
可
九
九
二
頁
）
。

二
高
山
前
掲
「
問
中
智
学
氏
の
宮
市
内
の
維
新
在
一
九

O
一
年
一
一
月
（
蘇

時
正
治
・
山
川
智
応
議
『
高
山
樽
牛
と
日
藤
上
人
h

博
文
鶴
、
一
九
一
七

都
〔
初
出
一
九
一
一
ニ
年
吋
一
七
一
良
〉

0

．

二
高
山
樽
牛
「
静
思
錬
」
一
九

O
一
一
年
三
月
〈
姉
崎
正
治
・
斉
藤
信
作
還
汚

牛
全
集
』
第
四
巻
、
簿
文
館
、
一
九

O
五
年
、
。
二
九

i
一一一

O
頁〉。

一
頁
〉
。
高
山

七人九

一
一
一
一
高
山
捧
牛
「
無
題
錬
」
一
九

O
二
年
一

O
月
〈
問
者
、

一
四
姉
糖
前
掲
「
樗
牛
畷
嵐
往
復
集
い
間
入

O
頁。

一
五
問
中
智
学
叫
本
化
摂
折
論
恥
師
子
五
文
輩
、
一
九
九
八
年
〔
初
出
一
九

O

二
年
刊
一
六
二
一
員
。

一
六
綿
蝶
正
治
判
現
身
払
と
法
身
仏
』
有
朋
舘
、
一
九

O
阻
年
、
一
七
七
頁
。

一
七
姉
崎
鋳
掲
宮
一
小
教
学
概
論
b

五
三
貰
。

一
八
開
右
、
六
一
賞
。

一
九
姉
崎
の
日
蓮
額
欄
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
婦
騎
正
治
の
日
蓮
額
倒

i
彼
の
議
外
留
学
ご
九

O
O
i
O一
ニ
）
を
手
が
か
り
と
し
て

i
」

吋
欝
掛
文
化
学
会
議
集
』
四
六
、
二

0
…
六
年
を
参
眼
。

ニ
O
姉
埼
玉
袷
箸
‘
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
一
自
由
周
年
記
念
会
編
司
新
版
わ
が
生

経
b

姉
崎
正
治
先
生
生
誕
高
周
年
記
愈
余
、
一
九
七
自
年
（
婦
斡
正
治
・

蹄
婿
正
治
先
生
生
誕
百
周
年
記
念
会
議
著
『
新
版
わ
が
生
濫
婦
崎
正

治
先
生
の
業
績
加
大
空
社
、
一
九
九
一
一
一
年
、
一
一

O
貰）
α

一
一
一
婚
婿
正
治
吋
世
界
統
一
の
予
言
〈
聖
護
捧
構
会
に
於
て
ど
明
大
婿
尚
子
報
知

一
一
、
一
九

O
五
年
、
五
昭
一
員
。

一
三
姉
崎
正
治
「
性
格
の
人
高
山
樗
牛
」
（
姉
崎
正
治
『
高
出
樽
牛
と
日
蓮
上

人
h

博
文
館
、
一
九
一
七
年
〔
初
出
一
九
一
一
一
一
年
月
三
八
七

i
盟

二

頁
）
を
参
照
。

二
一
一
一
一
郷
崎
正
治
「
借
仰
の
人
高
山
樗
牛
工
関
右
、
詔
一
一
一
一

i
三
六
一
良
〉
を
参
。

一
酉
磯
蔀
顕
一
・
高
橋
原
・
深
津
英
機
「
嬉
矯
正
治
山
知
」
〈
磯
前
瀬
一
・
深
樺

英
隆
編
吋
近
代
自
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教
！
姉
崎
正
拾
の
軌
跡
！
』

東
京
堂
出
接
、
一
一

O
O
二
年
、
五
三
頁
〉
。

五
棋
島
典
藤
長
け
下
統
合
と
日
華

i
天
崎
会
と
法
接
会
！
」
〈
日
蓮
宗
現
代

一
O
入一一一覧）。
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宗
教
研
究
会
嬢
守
口
議
宗
の
近
現
代
h

日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
九
六
年
、

大
田
中
智
学
明
日
蓮
主
義
薪
講
廠
・
概
論
』
（
獅
？
？
ま
文
廉
鋪

大
講
盛
』
第
一
巻
、
一
九
三
六
年
、
一
一
一
一
頁
）
。

一
七
本
多
信
生
明
門
誌
蓮
主
義
知
博
文
盤
、
一
九
一
六
年
、
四
八
七

i
八
八
一
員
。

二
入
姉
崎
正
治
著
・
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
菩
摘
年
記
念
会
前
掲
叫
新
販

生
涯
旬
ム
ハ
九
頁
。

二
九
楼
井
匡
『
明
治
議
教
史
研
究
包
春
秋
社
、
一
九
七
一
伴
、
留
四
九
一
員
。

一ニ

O
姉
崎
正
治
「
宗
教
家
会
問
の
精
神
並
に
事
業
を
継
承
し
発
展
す
る
立
就
い

て
の
思
案
い
叫
丁
醤
論
議
会
倫
理
講
藻
集
』
一
一
五
、
一
九
一
二
部
、
九

一一員。

三
一
婚
時
正
治
コ
ニ
教
会
問
の
性
費
及
び
事
業
い
明
日
本
及
日
本
人
加
五
七
六
、

一
九
一
二
年
、
一
二
三
一
束
。

三
一
一
横
井
前
掲
『
明
治
京
教
史
研
究
』
四
五

O
頁。

一
一
一
三
中
村
元
・
福
永
光
奇
・
田
村
芳
朗
・
今
野
連
・
末
木
文
美
士
鰻
官
省
一
渡
仏

教
辞
典
第
二
議
』
岩
波
書
感
、
ニ

O
O二
年
、
九
ニ
一
頁
。

三
期
婦
崎
正
治
「
世
界
の
新
局
面
に
対
す
る
宗
教
の
天
職
」
一
九
一
八
年
（
姉

崎
正
治
判
新
時
代
の
崇
教
陥
博
文
社
、
一
九
二

O
年
〔
初
出
一
九

w
一
八

年
〕
、
二
五
…
葉
。
）

三
五
姉
崎
正
治
「
人
本
主
畿
の
実
行
」
…
九
一
入
年
（
姉
時
五
治
判
世
界
文
明

の
新
世
組
b

博
文
社
、
一
九
一
九
年
、
一

O
六
l
O七
頁
）
。

一
一
一
六
姉
崎
正
治
「
悶
家
の
運
命
と
理
懇
（
愛
国
者
と
予
一
一
部
向
者
）
司
持
代
思
潮
M

一九

O
四
年
、
三

O
頁。

わ
が

一
一
一
七
同
省
、
一
頁
。

一
一
一
八
姉
時
前
掲
「
人
本
主
義
の
策
特
い
一
四
四
頁
。

三
九
締
時
正
治
「
人
才
の
発
揚
と
民
本
主
義
」
一
九
一

界
文
明
の
新
世
紀
』
三
器
脂
質
〉
。

部

O
姉
崎
正
治
ァ
γ
九
世
紀
文
明
の
総
勘
定
」
一
九
一
入
伴
（
姉
鋳
前
掲
叫
ん
新

時
代
の
宗
教
』
六
三
一
員
）
。

四
一
鋪
崎
正
治
ヱ
工
法
仏
法
」
叫
抗
議
入
』
一
四
九
、

七
頁
。

〈
姉
崎
前
掲

一
九
一
一
一
一
年
、

o
i
 

四
二
関
省
、
七
一
頁
。

昭
三
井
口
和
総
「
日
露
戦
争
」
口
譲
『
日
清
・
自
露
戦
争
』
吉
川
弘
文
館
、

九
九
四
年
、
一
l
t入
西
頁
〉
。

囲
沼
思
惑
岱
ミ
ロ
吉
o
s
w
r
h
r
s
h唱
え
丸
紅
、
ぬ
ま
き

p
b
w守
N
R

翠
匙

hT。
SN
初
、
格
言
何
回
さ
き
除
。

h
r
s
h
g民
事
、
え
が
容
。
同
陣
営

〉
常
設

σNMW

同
場
合

mw
・
C
M
M
9対
日

g
回
・
づ
弘
仲
向
。
。
。
B
M》

m
w
m
M
x
d
σ
W
U
1
9
M場
合

m
w
w
M
Y
d戸

四
五

E
g
m
w
r
h治
体
ミ
ミ
揖
P
3
N
M
S
L
S写
N
3・守・

盟
六
磯
締
・
高
橋
・
深
部
前
掲
「
姉
崎
正
治
伝
」
六
七
頁
。
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四
七

E
g
F
h旨
雲
寺

k
b
B
N言
語
句
。
知
写
uw
志
－

g
a
s－

四
人
た
と
え
ば
、
明
治
天
皇
〈
一
入
蕊
ニ

i
一
九
二
一
〉
の
崩
櫛
の
と
き
、
姉

崎
は
大
葬
に
参
加
し
た
後
、
田
中
智
学
が
主
催
す
る
恭
弔
大
法
会
に
合

流
し
て
法
華
経
を
読
経
し
て
い
る
。
磯
前
・
高
橋
・
深
薄
前
掲
「
姉
婿

正
治
指
」
中
ハ
四

i
六
五
頁
。

四
九
姉
崎
正
治
「
聖
徳
太
子
の
理
想
と
政
策
い
吋
宗
教
研
究
恥

九
一
九
年
、
一
一
七
頁
。

一O
、



五
O
同
右
、

五
一
姉
崎
正
治
『
人
生
の
三
方
面
』
日
本
青
年
館
、

七
頁
。

五
二
磯
前
・
高
橋
・
深
津
前
掲
「
姉
崎
正
治
伝
」
一

O
二一員。

五
三
姉
崎
正
治
「
戒
厳
令
下
に
十
七
条
憲
法
を
読
む
」
『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演

集
』
四
O
三
、
一
九
三
六
年
、
二
、
二
二
頁
。

五
四
姉
崎
正
治
『
聖
徳
太
子
の
理
想
と
政
治
』
宗
教
維
新
社
、
一
九
四
一
年
、

三
七
頁
。

一
l
三
九
頁
。

一
九
二
四
年
、
六
四

i
六

五
五
姉
崎
正
治
「
戦
列
断
想
以
和
為
貴
」
『
朝
日
新
聞
』
二

O
O八
六
て

一
九
四
五
年
四
月
一
六
日
、
一

O
頁。

五
六
姉
崎
正
治
『
聖
徳
太
子
の
大
士
理
想
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
四
七
年
［
初

出
一
九
四
四
年
〕
、
四
五
八

l
六
O
、
四
六
六
｜
六
八
頁
。

五
七
姉
崎
正
治
「
崩
雲
行
」
『
信
人
』
一
五
！
六
、
一
九
四
六
年
、

五
八
姉
崎
正
治
「
我
国
の
天
職
」
『
法
華
』
三
四

l
て

六
頁
。

一
四
頁
。

一
九
四
七
年
、
三
ー

五
九
姉
崎
正
治
『
維
摩
経
体
験
者
聖
徳
太
子
』
平
楽
寺
書
店
、

一
O
七
頁
。

一
九
四
七
年
、
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